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研究成果の概要（和文）： 
本研究の目的は、タンズィマート改革による政治的変革と国際貿易の拡大による経済的変化と

いう両面からもたらされる地域社会の変容の諸相を具体的に描き出そうとするものである。とり

わけ、マニサ地方のアーヤーン家系であるカラオスマンオウル家の状況を、改革のプログラムの

一環として、1845 年に中央政府によって都市民と農民とを対象に実施された「収入台帳」の分
析を通じて明らかにしたものである。地域住民の中には、ムスリムと非ムスリムとを問わず、地

域の産物に対して増大する外国からの需要にしだいに敏感に反応して上昇する新しい社会層が

形成されつつあった。その結果、カラオスマンオウル家は、なお一定の影響力を維持しつつも、

かつて保持していた大きな影響力を次第に相対化されつつあった。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The aim of the present research is to describe the real situation of regional society which 
was undergoing change both politically under Tanzimat and economically in the midst of 
foreign trade expansion. The research describes in particular the circumstances of one 
particular ayan family of the Manisa region – the Karaosmanoğlu family – through the 
prism of a document called the Temettuat Defters (‘Income Registers’) that was compiled on 
the basis of income surveys conducted by the central government in 1845 among the urban 
and rural residents as part of its reform programs. The region’s population, Muslim and 
non-Muslim alike, was becoming more and more sensitive to the rising foreign demand for 
its products. New social strata were being formed through the wealth provided by the 
expansion of trade, resulting in a neutralization, or relativization of the great influence that 
had been wielded by the Karaosmanoğlu Family on the local level. 
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１．研究開始当初の背景 
（1）18世紀から 19世紀にかけて勃興したオ
スマン帝国の地方名士アーヤーンの研究は、
近現代の中東・バルカンの社会および歴史を
理解するための基礎作業である。 
 
（2）アーヤーンに関する従来の研究によれば、
かれらの富と権力の基盤は、地方官職と不可
分に結びついた徴税請負制に求められている。 
 
（3）このため、アーヤーン層は、19 世紀初
頭における開明的専制君主マフムト 2 世（在
位 1808-39）による強引な中央集権化政策に
よって弾圧をうけて没落したと理解されてき
た。 
 
（4）しかし、本研究代表者は、従来の見解を
全面的に否定し、かれらは、つづくタンズィ
マート改革（1839-76）においてもなお一定程
度の影響力を保持して改革の行方に大きな影
響力を行使したと考えている。さらに、かれ
らの一部は現代においても、かれらの影響力
の基盤である地域社会においてもある程度の
影響力を保持している。その論拠は、アーヤ
ーンの富と権力の基盤は、徴税請負制だけで
はなく、チフトリキと呼ばれる大農場経営と
イスラムに特有なワクフと呼ばれる宗教的寄
進制度を通じて行われた富の地域社会への還
元という社会的な行為をも加えた、複合的で
強固な基盤であったというものである。 
 
（5）本研究代表者のこの主張は、すでに 1997
年にトルコ語によって、トルコ歴史協会から
出版された『歴史の中のアーヤーン：カラオ
スマンオウル家の研究』によって国際的に発
信されている。さらに、その後得られた新資
料を加えて『前近代トルコの地方名士』（刀水
書房、2009年）によって国内にも発信されて
いる。 
 
 
２．研究の目的 
	
 本研究は、以上の研究成果を踏まえて、19
世紀中葉、すなわちタンズィマート改革期の
真っただ中におけるアーヤーンの地域社会に
おける状況を、地域住民全体の状況の中にお
いて、より具体的に明らかにし、従来の研究
に対する批判点をさらに明確にしようとする
ものである。 
 
 
３．研究の方法 
（1）トルコ共和国イスタンブルに存在する
「首相府オスマン文書局」の所蔵する『収入
台帳』文書として知られている一連の文書の
うち、1845年 3月に行われたマニサ県マニサ
郡の都市民・農民（ムスリム・非ムスリム）

約 3万人を対象とした調査結果（台帳）66冊
すべてを分析し、住民が当該年度に得ている
全収入を把握した。 
 
（2）この文書からは 1845年という時点にお
ける状況しかわからないため、マニサ郡の行
政の中心である「イスラム法廷」の記録文書
を併用することによって、住民たちの資産状
況を動態的に掌握することに努めた。かつ、
同法廷に中央政府から送付された勅令文書、
住民の遺産目録、税制の改革などの資料によ
って、マニサ郡が置かれた国際的な地政学上
の位置づけを明確にした。 
	
 
	
 
４．研究成果	
 
（1）マニサ地方随一のアーヤーンであったカ
ラオスマンオウル家は、1845 年の調査が行わ
れた時点で、マニサ県知事を務めており、政
治権力をなお保持していたことがまず確認さ
れた。	
 
	
 
（2）カラオスマンオウル家の富と権力の一端
をなしていた徴税請負権に関しては、タンズ
ィマート改革によって徴税請負制が部分的に
廃止され、かつ中央の強い監視下におかれた
ため、同家の富と権力の基盤とはもはやなり
えないことが判明した。	
 
	
 
（3）ワクフ制度もこのころになると、国家の
監督下に置かれるようになったため、同家の
一員によるワクフ行為は行われることはなく
なった。ただし、これ以前の時期に行われた
同家の成員によるワクフ施設（モスク、学校、
水飲み場、図書館、橋、道路）は存在してお
り、これらの施設の維持費として寄進された
店舗、住宅、隊商宿、ハマムなどの財源はな
お機能しているため、ワクフ制度はアーヤー
ンの社会的評価を持続させる機能を果たし続
けた。	
 
	
 
（4）1845 年の時点でも同家はなお多くのチ
フトリキを所有・経営していた。したがって、
同家はマフムト 2 世の弾圧によって打撃を受
けたにもかかわらず、なお土地所有を通じて
マニサ地方随一のアーヤーンとしての勢力を
維持ししていた。	
 
	
 
（5）一方では、タバコ、アカネ、綿花などの
商品作物に対するヨーロッパ諸国からの需要
の拡大に敏感に反応するムスリム・非ムスリ
ム住民の台頭も見られた。カラオスマンオウ
ル家もこうした状況に対応していたが、時代
状況に即した新たな社会層の台頭によって、
同家の在地社会における影響力はしだいに相
対化されつつあった。	
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